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問
題
の
所
在

本
稿
の
主
な
目
的
は
、
琉
球
王
府
の
玉
城
作
物
儀
礼
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
特
徴
を
探
る
こ
と
に
あ
る
。

初
め
に
、
こ
こ
で
用
い
る
国
家
儀
礼
、
地
方
儀
礼
、
及
び
玉
城
作
物
儀
礼
と
い
う
用
語
の
説
明
か
ら
始
め
た
い
。
本
稿
で
は
国
家
儀

礼
と
地
方
儀
礼
と
い
う
用
語
は
対
照
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
国
家
儀
礼
と
い
う
場
合
、
そ
れ
は
中
央
政
庁
で
あ
る
王
府
に
よ
っ
て

主
催
さ
れ
た
、
支
配
の
秩
序
維
持
あ
る
い
は
支
配
者
と
し
て
の
正
当
性
に
関
わ
る
儀
礼
で
あ
り
、
し
か
も
国
家
全
体
の
模
範
的
儀
礼
を

さ
す
。
一
方
、
地
方
儀
礼
と
は
、
地
域
の
社
会
生
活
に
密
着
し
た
、
地
域
住
民
主
催
の
儀
礼
を
さ
す
。
例
え
ば
、
作
物
儀
礼
は
地
域
に

根
ざ
し
、
作
物
の
成
育
過
程
と
そ
れ
に
関
連
し
た
諸
手
続
き
に
対
応
し
た
、
し
か
も
作
物
生
産
者
が
主
催
す
る
儀
礼
で
あ
る
以
上
、
地

方
儀
礼
と
言
い
う
る
。
処
で
、
玉
城
作
物
儀
礼
と
は
元
来
地
方
儀
礼
で
あ
る
作
物
儀
礼
が
王
城
で
の
国
家
儀
礼
と
し
て
取
り
込
ま
れ
た

も
の
を
さ
す
。

筆
者
の
最
終
目
的
は
琉
球
王
府
の
国
家
儀
礼
と
地
方
儀
礼
の
聞
の
相
互
影
響
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
本
稿
で
は
そ
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の
礎
と
し
て
、
本
来
地
方
儀
礼
で
あ
る
作
物
儀
礼
と
国
家
儀
礼
と
の
融
合
形
態
と
も
い
う
べ
き
琉
球
王
府
の
王
城
作
物
儀
礼
を
取
り
上

げ
て
、
そ
の
全
体
像
お
よ
び
諸
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
の
で
あ
る
。

先
ず
、
琉
球
王
府
の
王
城
儀
礼
の
全
体
像
お
よ
び
そ
こ
で
の
作
物
儀
礼
の
位
置
づ
け
を
明
ら
か
に
し
、
次
に
、
そ
れ
ら
の
諸
儀
礼
で

重
要
な
役
割
を
担
う
三
平
等
大
河
母
志
良
礼
の
関
わ
り
方
を
探
り
、
さ
ら
に
王
城
で
の
作
物
儀
礼
の
ひ
と
つ
で
あ
る
収
穫
祭
の
儀
礼
過

程
を
追
い
な
が
ら
、
そ
れ
ら
に
顕
れ
た
諸
特
徴
を
取
り
出
す
つ
も
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
使
用
す
る
資
料
は
、
主
に
、
一
七
一
三
年
に
琉
球
王
府
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
琉
球
国
由
来
記
』
、
お
よ
び
同
じ
く
一
八

世
紀
初
頭
に
成
立
し
た
『
女
官
御
双
紙
』
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
文
書
成
立
の
前
後
か
ら
王
城
儀
礼
は
為
政
者
の
施
政
方
針
の
変

化
に
よ
り
種
々
の
変
容
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
が
、
そ
の
点
へ
の
言
及
、
あ
る
い
は
そ
の
考
察
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

，，崎、
一一、......，

王
城
作
物
儀
礼
の
位
置

こ
こ
で
は
、
琉
球
王
府
の
玉
城
儀
礼
全
体
が
年
聞
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な
諸
儀
礼
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
特
徴
を
取
り
出
す
と
と
も
に
、
王
城
儀
礼
全
体
の
中
で
の
作
物
儀
礼
の
配
置
の
状
態
を
み
て
み
た
い
。
ま
た
、
三
平
等
大
阿
母
志

良
礼
が
玉
城
儀
礼
に
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
る
の
か
も
明
ら
か
に
し
た
い
。

『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
一
の
「
王
城
之
公
事
」
に
は
、
琉
球
王
府
の
政
治
的
中
心
で
あ
る
首
里
王
城
で
の
年
中
儀
礼
の
諸
項
目
と
そ

の
概
略
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
も
と
に
、
儀
礼
項
目
だ
け
を
取
り
出
し
て
月
別
に
整
理
す
る
と
表
一
の
よ
う
に
な
る
。
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十

日日

米
蒔
、
御
簾
掛
、
遁
戸
之
御
水
及
吉
方
御
水
献
上
、
楽
器
飾
並
音
楽
、
御
佳
例
御
盆
献
上
、
社
参
、
御
印
披
、
朝

拝
御
規
式
、
御
照
堂
御
拝
、
南
風
御
殿
出
御
、
下
庫
理
出
御

初
行
幸
、
配
峡
献
上

御
祈
祷

正
月
元
日
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こ
の
表
か
ら
伺
え
る
特
徴
的
な
点
を
幾
っ
か
指
摘
し
た
い
。
ま
ず
第
一
に
、
琉
球
王
府
の
王
城
儀
礼
全
体
の
特
徴
と
し
て
、
同
じ
儀
礼

の
繰
り
返
し
が
み
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
楽
器
飾
、
御
佳
例
御
盆
献
上
、
社
参
、
朝
拝
御
規
式
、
御
照
堂
御
拝
、
南

風
御
殿
出
御
が
正
月
元
旦
と
同
十
五
日
に
、
御
参
詣
、
御
竃
清
、
御
祈
念
が
正
月
・
五
月
・
九
月
に
、
百
人
御
物
参
が
正
月
・
四
月
・



一

そ
し
て
四
品
御
物
参
、
四
度
御
物
参
が
三
月
・
八
月
に
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
返
し
て
行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
毎
月
朔
日
、

十
五
日
に
は
朔
望
御
拝
、
朔
望
出
仕
、
及
び
御
印
飾
並
御
美
腰
が
行
わ
れ
、
さ
ら
に
御
甲
子
御
祈
念
、
王
城
御
甲
子
御
拝
、
そ
れ
に
恵

日
御
拝
が
毎
月
行
わ
れ
る
。
特
に
、
年
頭
に
あ
た
る
正
月
に
は
、
元
日
と
殆
ど
同
じ
儀
礼
が
十
五
日
に
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
儀
礼
の
繰
り
返
し
は
単
に
無
意
味
な
繰
り
返
し
で
は
な
く
、
こ
の
繰
り
返
し
こ
そ
王
城
儀
礼
の
特
徴
で
あ
り
、
繰
り
返
さ
れ
る
儀
礼

の
内
容
を
検
討
す
る
之
と
に
よ
っ
て
、
繰
り
返
し
の
意
味
を
明
ら
か
に
し
得
る
と
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
「
附
」
と
し
て
付
記
さ
れ
て
い
る
諸
項
目
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
内
容
は
何
れ
も
地
方
か
ら
首
里
城
へ
の
特
産
物
の
献
上
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
地
方
か
ら
首
里
城
へ
の
献
上
物
の
種
願
と
そ
の
献
上
日
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
そ

れ
が
「
王
城
公
事
」
に
付
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
地
方
か
ら
中
央
の
首
里
城
へ
の
特
産
物
献
上
が
儀
礼
化
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
中
央
集
権
的
政
治
体
制
に
お
け
る
中
央
へ
の
財
の
集
中
が
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
で
行
わ
れ
る
の
か
を
探
ろ
う
と
す

る
場
合
に
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
事
例
で
あ
る
。
更
に
、
種
々
の
儀
礼
場
面
で
の
財
の
授
受
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
財
の
集
中

や
分
配
に
お
け
る
媒
介
的
装
置
と
し
て
の
儀
礼
の
役
割
を
明
ら
か
に
し
う
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

第
三
に
、
本
稿
の
中
心
問
題
で
あ
る
王
城
作
物
儀
礼
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
王
府
の
玉
城
公
事
に
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
作
物
儀

礼
は
大
き
く
二
種
類
に
分
類
で
き
る
。
即
ち
、
作
物
生
産
に
直
接
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
麦
穂
祭
（
二
月
）
、
麦
大
祭
（
三
月
）
、
山
留

（
四
月
朔
日

1
五
日
晦
日
）
、
畔
払
い
（
四
月
）
、
稲
穂
祭
（
五
月
）
、
稲
大
祭
（
六
月
）
、
年
浴
（
六
月
）
、
麦
初
種
子
・
米
種
子
（
九

月
）
、
種
子
取
（
九
月
）
、
粟
初
種
子
（
十
月
）
、
新
早
植
（
十
一
月
）
、
向
早
植
（
十
二
月
）
な
ど
の
行
事
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
は
琉
球
王
府
が
支
配
領
域
全
体
で
制
度
化
し
よ
う
と
意
図
し
た
儀
礼
で
あ
る
。
一
方
、
こ
れ
ら
以
外
に
作
物
に
関
す
る
儀
礼
と

し
て
、
麦
の
シ
キ
ヨ
マ
の
時
（
二
月
）
の
久
高
嶋
行
幸
（
隔
年
）
、
稲
の
シ
キ
ョ
マ
の
時
（
四
月
）
の
知
念
及
び
王
城
行
幸
（
隔
年
）
な

ど
の
行
事
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
穀
物
発
祥
の
地
へ
の
行
幸
で
あ
り
、
支
配
者
と
し
て
の
正
当
性
を
確
認
す
る
た
め
の
特
権
的

儀
礼
で
あ
る
。
従
っ
て
、
前
者
が
作
物
生
産
に
関
わ
る
儀
礼
で
あ
り
、
普
遍
的
流
布
を
意
図
し
た
儀
礼
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
後
者
は
作

九
月
に
、
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物
由
来
車
と
結
び
つ
い
た
儀
礼
で
あ
り
、
支
配
者
に
特
権
的
な
儀
礼
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
本
稿
で
は
主
に
地
方
儀
礼
の
中
央
と
の

関
わ
り
を
探
ろ
う
と
い
う
前
述
の
目
的
に
従
っ
て
前
者
の
作
物
儀
礼
を
分
析
の
対
象
と
し
た
い
。

麦
と
稲
に
関
す
る
作
物
儀
礼
が
中
心
で
あ
る
と
い
う
も
の
王
城
作
物
儀
礼
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
麦
と
稲
以
外
の
作
物
儀
礼
と
し

て
は
、
十
月
粟
初
種
子
が
見
出
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
芋
は
人
々
の
重
要
な
食
糧
と
し
て
各
地
で
生
産
さ
れ
て
い
た
し
、
『
琉
球
国
由
来
記
』

に
み
え
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
儀
礼
も
各
地
で
は
行
わ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
玉
城
儀
礼
と
し
て
は
取
り
込
ま
れ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
麦
と
稲
の
儀
礼
を
作
物
儀
礼
の
根
幹
に
据
え
よ
う
と
す
る
王
府
の
意
図
が
働
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
付
け
加
え
て
お
く
と
、
甘
薦
（
さ
と
う
き
ぴ
）
は
王
府
に
と
っ
て
重
要
な
財
源
で
あ
っ
た
し
、
王
府
に
よ
る
作
付
奨
励
が
行
な
わ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
関
す
る
儀
礼
は
王
城
儀
礼
と
し
て
も
或
い
は
地
方
儀
礼
と
し
て
も
殆
ど
発
達
し
な
か
っ
た
。

作
物
儀
礼
に
関
し
て
言
い
得
る
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
は
、
伊
藤
幹
治
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
儀
礼
実
施
の
時
期
が
本
土
の
そ
れ

と
ず
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
伊
藤
は
稲
作
儀
礼
に
つ
い
て
、
本
土
で
は
播
種
が
主
に
四
月

1
五
月
、
田
植
え
が
五
月

1
六
月
、
収
穫

が
九
月

1
十
一
月
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
沖
縄
で
は
、
一
期
作
法
、
二
期
作
法
い
ず
れ
の
場
合
も
、
播
種
九
月

1
十
二
月
、
収
穫
五
月

i
六
月
の
型
を
と
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
「
王
城
公
事
」
に
み
ら
れ
る
作
物
儀
礼
も
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
九
月
か
ら
十
月

に
か
け
て
麦
初
種
子
、
米
種
子
、
種
子
取
、
粟
初
種
子
な
ど
の
播
種
儀
礼
、
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
新
早
植
、
向
早
植
な
ど
の
田
植
儀

礼
、
そ
し
て
二
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
麦
穂
祭
、
麦
大
祭
、
稲
穂
祭
、
稲
大
祭
な
ど
の
収
穫
儀
礼
が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
収
穫
儀
礼
と

時
期
を
同
じ
く
し
て
久
高
嶋
及
び
知
念
玉
城
へ
の
行
幸
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

処
で
次
に
、
三
平
等
大
阿
母
志
良
礼
の
王
城
儀
礼
と
の
関
わ
り
を
み
た
い
。
本
稿
で
取
り
扱
う
玉
城
作
物
儀
礼
に
お
い
て
、
三
平
等

大
阿
母
志
良
礼
が
重
要
な
役
割
り
を
果
た
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
琉
球
国
由
来
記
』
及
び
『
女
官
御
双
紙
』
を
も
と
に
三
平
等
大
阿

母
志
良
礼
が
関
与
す
る
王
城
儀
礼
を
整
理
す
る
と
表
こ
の
よ
う
に
な
る
。

一一一一一



表

正
月

二
月

三
月

四
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十
月

十
一
月

十
二
月

朝
の
御
拝
（
元
日
、
十
五
日
）
、
初
御
願
、
百
人
御
物
参
、
緋
の
御
獄
行
幸
、
庫
裡
御
願

長
月
御
た
か
ぺ
、
褒
穂
祭

百
人
御
物
参
、
四
度
御
物
参
、
姿
大
祭

百
人
御
物
参

勝
の
御
獄
行
幸
、
稲
穂
祭

稲
大
祭

御
施
餓
鬼
、
先
王
霊
前
へ
焼
香
、
法
事

百
人
御
物
参
、
四
度
御
物
参

麦
初
種
子
、
百
人
御
物
参
、
四
度
御
物
参
、
競
の
御
端
執
行
幸

竃
廻
り

冬
至
朝
の
御
拝

御
願
ほ
と
き
、
御
玉
改
め

四

こ
の
外
に
、
雨
乞
や
台
風
避
、
或
い
は
神
女
た
ち
の
就
任
儀
礼
、
王
城
で
の
婚
礼
、
葬
式
な
ど
の
臨
時
の
儀
礼
に
も
三
平
等
大
阿
母

志
良
礼
が
関
与
し
て
い
る
。
国
王
礼
讃
お
よ
び
国
家
安
泰
を
祈
願
す
る
毎
朝
の
火
神
拝
礼
及
び
毎
月
朔
日
・
十
五
日
の
火
神
拝
礼
は
各

自
の
殿
内
で
お
こ
な
っ
た
。
な
お
、
久
高
嶋
及
び
知
念
へ
の
行
幸
に
は
三
平
等
大
阿
母
志
良
礼
の
う
ち
首
里
大
阿
母
志
良
礼
の
み
が
随

行
し
た
。

処
で
、
表
こ
か
ら
伺
え
る
特
徴
を
幾
っ
か
取
り
出
し
て
み
た
い
。
ま
ず
、
同
じ
儀
礼
の
繰
り
返
し
が
こ
こ
に
も
見
出
せ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
『
女
官
御
双
紙
』
か
ら
具
体
的
に
取
り
出
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

二
月
に
長
月
の
御
た
か
へ
の
時
、
三
月
百
人
御
物
参
の
時
、
又
、

大
抵
、
正
月
百
人
御
物
参
の
時
同
断
。

四
度
御
物
参
の
時
、
四
月
に
百
人
御
物
参
の
時
、

お
み
や
た
い
り



五
月
、
九
月
、
耕
の
御
獄
行
幸
之
時
、
御
規
式
、
正
月
同
断
。

/¥ 
月
百
人
御
物
参
之
時

御
祝
物
御
規
式

月
間
断

同
（
八
月
）
四
度
御
物
参
の
時
、
三
月
間
断
。
（
括
弧
筆
者
）

九
月
麦
初
種
子
の
時
、
百
人
御
物
参
御
規
式
、
正
月
同
断
。

（
九
月
）
四
度
御
物
参
の
御
規
式
、
三
、
八
月
同
断
（
括
弧
筆
者
）
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同
じ
儀
礼
の
繰
り
返
し
は
作
物
儀
礼
に
つ
い
て
も
言
え
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、
「
女
官
御
双
紙
」
に
、
「
稲
の
大
祭
の
時
、
御
規
式
並

御
祝
物
、
穂
祭
同
断
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
伺
う
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、
麦
の
穂
祭
並
び
に
大
祭
に
つ
い
て
も
、
『
女
官

御
双
紙
』
の
首
里
大
阿
母
志
良
礼
の
項
を
見
る
か
ぎ
り
稲
の
両
祭
と
同
様
の
手
続
き
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
王
城

儀
礼
と
し
て
取
り
込
ま
れ
た
作
物
儀
礼
は
、
作
物
の
種
類
、
お
よ
び
そ
の
成
育
段
階
に
応
じ
た
個
性
を
失
っ
て
画
一
化
さ
れ
、
同
一
儀

礼
の
反
復
と
い
う
王
城
儀
礼
の
体
系
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『
女
官

御
双
紙
』
に
「
九
月
麦
初
種
子
の
時
、
百
人
御
物
参
御
規
式
、
正
月
間
断
」
と
み
え
て
い
る
よ
う
に
、
作
物
儀
礼
が
他
の
反
復
儀
礼
と

組
み
合
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
う
こ
と
が
出
来
る
。

さ
ら
に
、
表
二
の
作
物
儀
礼
に
関
し
て
伺
え
る
こ
と
は
、
穂
祭
や
大
祭
な
ど
の
収
穫
儀
礼
に
比
べ
て
播
種
儀
礼
や
田
植
儀
礼
へ
の
言

五
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及
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
『
女
官
御
双
紙
』
に
よ
れ
ば
、
播
種
儀
礼
、
田
植
儀
礼
に
関
す
る
も
の
は
麦
初
種
子
の
儀
礼
に
つ
い
て
、
「
九

月
麦
初
種
子
の
時
、
百
人
御
物
参
御
規
式
、
正
月
同
断
」
と
い
う
簡
単
な
記
載
が
散
見
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
収
穫
儀
礼
へ

の
比
重
の
偏
り
は
『
琉
球
国
由
来
記
』
に
も
伺
わ
れ
、
播
種
儀
礼
、
田
植
儀
礼
に
関
し
て
は
簡
単
な
説
明
に
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
単
に
記
載
上
の
簡
略
化
な
の
か
そ
れ
と
も
儀
礼
の
軽
重
に
対
応
し
た
も
の
な
の
か
と
い
う
よ
う
な
問
題
も
出
て
く
る
が
そ

れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

，，『、

一一一、....，

王
城
作
物
儀
礼
の
過
程

玉
城
作
物
儀
礼
の
う
ち
で
『
女
宮
御
双
紙
』
や
『
琉
球
国
由
来
記
』
に
比
較
的
詳
細
な
儀
礼
過
程
の
記
載
が
み
ら
れ
る

収
穫
儀
礼
を
取
り
上
げ
て
そ
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
上
掲
書
に
は
、
王
城
で
の
収
穫
儀
礼
と
し
て
は
二
月
麦
穂
祭
、
三
月
麦

大
祭
、
五
月
稲
穂
祭
、
そ
し
て
六
月
稲
大
祭
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
四
祭
は
ほ
ぽ
同
形
式
で
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
各
火
神
へ
の
供
物
に
つ
い
て
は
、
麦
両
祭
で
は
麦
穂
を
、
そ
し
て
稲
両
祭
の
場
合
は
稲
穂
を
供
え
る
と
い
う
違
い

は
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
四
祭
の
日
程
は
琉
球
王
府
全
体
で
ほ
ぼ
統
一
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
四
祭
の
う
ち
、
こ
こ
で
は
稲
穂
祭
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
こ
の
収
穫
祭
は
五
月
中
に
行
わ
れ
る
が
、

そ
の
日
程
は
日
選
で
決
め
ら
れ
る
。
祭
に
先
だ
っ
て
、
首
里
大
阿
母
志
良
礼
か
ら
首
里
城
お
よ
び
聞
得
大
君
御
殿
へ
斎
場
御
撮
の
水
の

献
上
が
行
わ
れ
る
。
先
ず
、
日
選
び
の
通
知
（
「
羽
書
」
）
が
勢
頭
親
雲
上
か
ら
首
里
大
阿
母
志
良
礼
の
も
と
に
届
け
ら
れ
る
と
、
同
大

阿
母
志
良
礼
は
知
念
大
の
ろ
く
も
い
に
申
し
渡
し
て
斎
場
御
撮
の
水
汲
み
を
す
る
。
そ
の
水
は
祭
の
三
日
前
に
首
里
大
阿
母
志
良
礼
の

も
と
に
持
参
さ
れ
る
が
、
そ
れ
を
作
事
あ
む
が
持
っ
て
登
城
し
、
直
接
に
大
勢
頭
部
の
取
次
で
差
し
上
げ
る
。
そ
し
て
、
聞
得
大
君
御

殿
へ
も
同
じ
水
が
持
参
さ
れ
、
あ
む
し
ら
れ
の
取
次
で
差
し
上
げ
る
。
一
方
、
時
之
大
屋
子
は
辺
戸
大
川
（
神
名
ア
フ
リ
川
）
の
水
を

祭
の
三
日
前
に
汲
ん
で
き
て
、
首
里
殿
内
に
置
い
て
お
く
。
そ
し
て
、
祭
日
の
早
朝
に
吉
方
二
川
の
水
を
汲
ん
で
き
て
、
先
の
ア
フ
リ

こ
こ
で
は
、
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川
の
水
と
共
に
首
里
城
の
中
門
か
ら
献
上
す
る
。

祭
の
三
日
前
に
な
る
と
「
三
日
御
た
か
ベ
」
と
称
し
て
三
平
等
の
各
大
阿
母
志
良
礼
殿
内
の
火
神
へ
の
拝
礼
が
行
わ
れ
る
。
南
風
平

等
は
赤
田
、
崎
山
、
鳥
小
堀
、
当
蔵
、
大
中
、
桃
原
の
六
カ
村
か
ら
成
っ
て
お
り
、
首
里
殿
内
は
赤
田
村
に
置
か
れ
て
い
た
。
こ
の
2
ニ

日
御
た
か
べ
」
に
は
首
里
殿
内
の
火
神
の
前
に
崎
山
地
頭
、
新
川
地
頭
か
ら
み
は
な
一
つ
、
御
五
水
一
対
が
供
え
ら
れ
て
、
朝
衣
八
巻

で
三
十
三
拝
、
九
拝
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
れ
が
済
む
と
、
そ
う
め
ん
の
御
汁
が
振
舞
わ
れ
た
。

ま
た
、
同
じ
く
祭
の
三
日
前
に
は
安
嘉
須
森
御
い
ぺ
の
前
に
首
里
大
阿
母
志
良
礼
と
根
神
阿
母
志
良
礼
が
揃
っ
て
、
線
香
、
み
は
な
、

御
五
水
を
各
自
持
参
し
、
オ
タ
カ
ベ
が
唱
え
ら
れ
た
。
な
お
、
諸
祭
式
に
際
し
て
首
里
大
阿
母
志
良
礼
と
根
神
阿
母
志
良
礼
は
常
に
行

動
を
共
に
し
て
い
る
。

真
和
志
平
等
は
与
那
覇
堂
、
大
鈍
川
、
山
川
、
町
端
、
真
和
志
、
立
岸
、
寒
水
川
、
金
城
、
内
金
城
の
九
カ
村
か
ら
成
っ
て
い
て
、

大
鈍
川
村
に
真
壁
殿
内
が
置
か
れ
て
い
た
。
「
三
日
御
た
か
ぺ
」
に
は
真
和
志
平
等
の
村
中
か
ら
み
は
な
、
御
五
水
を
村
渠
さ
じ
が
調
達

し
て
真
壁
殿
内
へ
持
参
し
た
。
ま
た
、
亀
田
（
真
和
志
間
切
真
壁
村
）
の
地
頭
、
松
川
（
真
和
志
間
切
内
金
城
村
）
の
地
頭
が
み
は
な
、

御
五
水
を
持
参
し
、
火
神
の
前
に
供
え
て
祭
式
を
行
っ
た
。
そ
の
翌
日
に
は
、
亀
田
村
頭
の
女
房
一
人
、
松
川
村
の
根
神
一
人
が
真
壁

殿
内
に
参
上
し
て
、
祭
り
の
日
に
は
例
年
同
様
、
村
の
殿
へ
祭
式
に
出
向
い
て
く
れ
る
よ
う
に
お
願
い
す
る
。
同
日
、
真
壁
殿
内
か
ら

亀
田
村
へ
み
は
な
、
御
五
水
を
持
た
せ
て
や
る
と
、
の
ろ
川
で
村
の
頭
た
ち
が
オ
タ
カ
ベ
を
唱
え
て
水
取
り
を
す
る
。
そ
の
翌
日
に
頭

の
女
房
の
一
人
が
汲
ん
で
き
た
水
を
真
壁
殿
内
へ
持
参
す
る
。

西
平
等
は
汀
志
良
次
、
赤
平
、
上
儀
保
、
下
儀
保
、
久
場
川
の
五
カ
村
か
ら
成
っ
て
お
り
、
儀
保
殿
内
は
汀
志
良
次
村
に
置
か
れ
て

い
た
。
「
三
日
御
た
か
べ
」
に
は
西
平
等
五
カ
村
か
ら
み
は
な
、
御
五
水
を
村
渠
さ
じ
が
調
達
し
て
儀
保
殿
内
へ
持
参
し
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
ら
を
殿
内
火
神
の
前
に
供
物
と
し
て
供
え
て
祭
式
を
行
っ
た
。

さ
て
、
祭
の
当
日
に
は
三
平
等
大
阿
母
志
良
礼
お
よ
び
根
神
阿
母
志
良
礼
は
各
自
の
管
轄
地
で
浄
め
の
た
め
の
「
水
撫
で
」
を
行
つ

二
一
七
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て
、
首
里
城
へ
登
城
す
る
。
祭
日
の
早
朝
、
首
里
大
阿
母
志
良
礼
と
根
神
阿
母
志
良
礼
は
崎
山
地
頭
と
新
川
地
頭
が
交
代
で
用
意
し
て

く
れ
る
馬
に
乗
り
、
提
作
事
あ
む
、
根
神
一
人
、
根
人
一
人
、
ね
ふ
取
り
（
柄
杓
取
）
一
人
、
村
渠
あ
む
一
人
を
連
れ
て
崎
山
樋
川
へ

行
く
。
崎
山
地
頭
か
ら
み
は
な
一
つ
、
御
五
水
一
対
が
持
参
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
根
神
に
よ
っ
て
樋
川
の
前
に
供
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

石
嶺
井
か
ら
取
り
寄
せ
た
水
を
加
え
て
、
一
同
手
水
を
つ
か
い
、
オ
タ
カ
ペ
が
唱
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
済
む
と
、
崎
山
の
江
田
親
雲
上

か
ら
首
里
大
阿
母
志
良
礼
と
根
神
阿
母
志
良
礼
に
は
み
は
な
一
、
座
敷
酒
錫
一
対
を
、
提
あ
む
と
作
事
あ
む
に
は
小
瓶
一
双
を
献
じ
て

「
神
祝
」
を
す
る
。
そ
れ
か
ら
首
里
大
阿
母
志
良
礼
と
根
神
阿
母
志
良
礼
は
水
撫
で
を
済
ま
せ
て
、
乗
馬
で
登
城
し
、
継
世
門
の
外
で

下
馬
を
し
て
、
そ
の
ま
ま
直
ち
に
登
城
し
て
美
副
門
内
の
西
表
で
控
え
て
お
く
。

真
壁
大
阿
母
志
良
礼
は
亀
田
村
か
ら
取
っ
て
き
て
お
い
た
水
で
早
朝
、
水
撫
で
を
し
て
、
あ
ま
え
門
か
ら
登
城
し
、
君
誇
真
正
面
の

門
で
儀
保
大
阿
母
志
良
礼
と
共
に
控
え
て
お
く
。
登
城
の
時
の
馬
と
馬
方
は
亀
田
村
、
松
川
村
か
ら
交
代
で
供
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
き

た
り
」
の
た
め
の
赤
八
巻
二
人
も
亀
田
、
松
川
の
両
村
か
ら
一
人
ず
つ
出
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

儀
保
大
阿
母
志
良
礼
は
早
朝
、
儀
保
川
の
ノ
ロ
井
へ
行
っ
て
、
そ
こ
で
祭
式
を
行
い
、
水
撫
で
を
す
る
が
、
そ
の
際
、
儀
保
請
地
の

人
々
に
よ
っ
て
ノ
ロ
井
に
み
は
な
、
御
五
水
が
供
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
に
儀
保
大
阿
母
志
良
礼
が
乗
る
馬
お
よ
び
馬
方
は
石
嶺
村
か
ら

供
出
さ
れ
る
。
ま
た
、
根
神
一
人
、
平
等
の
ち
く
一
人
、
儀
保
請
地
文
子
か
ら
一
人
が
参
列
す
る
が
、
そ
の
三
人
は
朝
衣
八
巻
で
「
さ

た
り
」
を
す
る
。
首
里
城
へ
は
あ
ま
え
門
か
ら
登
城
し
、
君
誇
真
正
面
の
門
で
真
壁
大
阿
母
志
良
礼
と
共
に
控
え
て
お
く
。

さ
て
、
や
が
て
勢
頭
親
雲
上
（
根
神
阿
母
志
良
礼
に
関
す
る
記
載
箇
所
で
は
引
の
筑
登
之
か
ら
と
な
っ
て
い
る
）
か
ら
各
大
阿
母
志

良
礼
に
、
定
刻
に
な
っ
た
の
で
西
の
御
殿
の
た
も
と
の
座
に
着
く
よ
う
に
、
と
い
う
旨
の
達
し
が
あ
る
。
そ
れ
を
合
図
に
、
首
里
大
阿

母
志
良
礼
と
根
神
阿
母
志
良
礼
が
君
誇
に
行
き
、
そ
こ
に
控
え
て
い
る
二
平
等
大
阿
母
志
良
礼
（
真
壁
大
阿
母
志
良
礼
、
儀
保
大
阿
母

志
良
礼
）
を
連
れ
て
西
の
御
殿
に
向
か
う
。
そ
の
際
、
根
神
阿
母
志
良
礼
が
先
に
立
っ
て
、
正
殿
前
の
庭
を
恭
し
く
行
列
し
な
が
ら
通
っ

て
い
く
。
西
の
御
殿
に
着
く
と
、
た
も
と
に
は
お
祝
い
の
品
物
が
供
え
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
提
作
事
の
あ
む
か
ら
座
敷
に
着
く
よ
う
に
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申
し
伝
え
ら
れ
る
と
、
た
も
と
に
設
け
ら
れ
て
い
る
四
座
の
う
ち
の
東
の
た
も
と
に
根
神
阿
母
志
良
礼
が
着
座
し
、
西
表
に
三
平
等
大

阿
母
志
良
礼
が
着
座
し
て
祭
式
を
勤
め
る
。
三
平
等
大
阿
母
志
良
礼
お
よ
び
根
神
阿
母
志
良
礼
に
よ
る
祭
式
が
済
ん
で
、
提
作
事
の
あ

む
か
ら
勢
頭
親
雲
上
に
、
拝
礼
を
す
る
よ
う
に
申
し
伝
え
ら
れ
る
と
、
申
口
衆
、
御
物
奉
行
、
御
座
敷
、
当
親
雲
上
、
勢
頭
親
雲
上
、

里
之
子
、
筑
登
之
た
ち
男
性
参
列
者
一
同
が
正
殿
前
の
庭
で
四
拝
を
勤
め
る
。

そ
れ
が
終
わ
り
、
御
内
原
か
ら
あ
ね
べ
を
使
わ
し
て
お
呼
び
が
か
か
る
と
、
三
平
等
大
阿
母
志
良
礼
お
よ
び
根
神
阿
母
志
良
礼
は
按

司
下
庫
裡
に
行
き
、
大
勢
頭
部
の
取
次
で
国
王
に
言
上
す
る
。
国
王
は
こ
れ
ら
の
神
女
た
ち
を
御
す
ゑ
ん
み
こ
ち
ゃ
へ
呼
ん
で
、
そ
こ

に
姿
を
見
せ
る
。
そ
こ
で
の
祭
式
が
終
わ
る
と
国
王
か
ら
直
接
御
酌
を
頂
戴
す
る
。
そ
の
後
、
饗
応
の
御
盆
を
戴
き
、
大
庫
裡
で
振
舞

を
受
け
て
、
そ
れ
が
済
む
と
捉
作
事
の
あ
む
し
ら
れ
の
取
次
で
国
王
に
暇
乞
い
を
言
上
し
て
下
城
す
る
。

首
里
大
阿
母
志
良
礼
と
根
神
阿
母
志
良
礼
は
継
世
門
に
下
り
る
と
、
そ
こ
に
崎
山
地
頭
が
迎
え
に
来
て
い
る
。
首
里
大
阿
母
志
良
礼

と
根
神
阿
母
志
良
礼
は
、
そ
こ
か
ら
馬
に
乗
っ
て
崎
山
の
御
巌
に
行
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
た
も
と
に
つ
い
て
祭
式
を
勤
め
る
。
そ
れ
が
済

む
と
、
地
頭
江
田
親
雲
上
か
ら
首
里
大
阿
母
志
良
礼
と
根
神
阿
母
志
良
礼
に
盆
て
提
作
事
の
あ
む
両
人
に
盆
一
が
差
し
上
げ
ら
れ
る
。

そ
こ
で
の
祭
式
が
終
わ
る
と
、
崎
山
の
御
獄
の
入
口
ま
で
新
川
地
頭
が
迎
え
に
来
て
い
る
の
で
、
同
様
に
新
川
の
殿
に
行
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
た
も
と
に
つ
い
て
祭
式
を
勤
め
る
。
そ
れ
が
済
む
と
、
新
川
地
頭
か
ら
馳
走
が
振
舞
わ
れ
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
新
川
地
頭
、
根
神
、
根
人
、
ね
ふ
取
、
村
渠
あ
む
が
首
里
殿
内
で
振
舞
を
受
げ
る
。

真
壁
大
阿
母
志
良
礼
は
あ
ま
え
門
か
ら
下
城
し
て
、
直
ち
に
亀
田
の
東
の
殿
の
た
も
と
に
つ
く
と
、
亀
田
の
地
頭
お
よ
び
百
姓
中
か

ら
み
は
な
、
御
五
水
、
お
し
る
ま
し
、
御
神
酒
が
殿
に
供
え
上
げ
ら
れ
る
。
真
壁
大
阿
母
志
良
礼
が
オ
タ
カ
ベ
を
唱
え
る
と
、
参
列
者

全
員
が
拝
礼
を
行
う
。
そ
れ
が
済
む
と
、
亀
田
の
地
頭
か
ら
大
阿
母
志
良
礼
に
御
酌
が
差
し
上
げ
ら
れ
る
。

次
に
、
西
の
殿
へ
行
っ
て
同
様
の
祭
式
が
取
り
行
わ
れ
、
御
茶
之
子
、
七
ツ
菜
の
御
盆
が
大
阿
母
志
良
礼
に
差
し
上
げ
ら
れ
る
。

次
に
、
内
金
城
に
行
っ
て
殿
に
つ
く
と
、
松
川
の
地
頭
か
ら
お
し
る
ま
し
、
み
は
な
、
御
五
水
、
御
神
酒
が
供
え
ら
れ
て
、
祭
式
が

九
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行
わ
れ
る
。
終
わ
る
と
、
大
阿
母
志
良
礼
に
地
頭
か
ら
御
茶
之
子
、
御
盆
が
差
し
上
げ
ら
れ
る
。

次
に
、
上
の
殿
に
移
っ
て
お
し
る
ま
し
、
み
は
な
、
御
五
水
、
御
神
酒
を
供
え
、
松
川
地
頭
、
さ
た
り
の
赤
八
巻
に
続
い
て
参
列
者

全
員
が
祭
式
を
行
う
。
祭
式
の
途
中
で
、
松
川
地
頭
か
ら
大
阿
母
志
良
礼
に
御
酌
が
差
し
上
げ
ら
れ
る
。

最
後
に
、
筑
登
之
座
敷
一
人
、
根
人
一
人
、
馬
方
一
人
が
真
壁
殿
内
で
振
舞
を
受
け
る
。

儀
保
大
阿
母
志
良
礼
は
あ
ま
え
門
か
ら
下
城
し
て
、
直
ち
に
儀
保
里
中
の
殿
の
た
も
と
に
つ
く
と
、
石
嶺
地
頭
夫
婦
お
よ
び
百
姓
中

か
ら
み
は
な
、
御
五
水
、
御
神
酒
が
供
え
ら
れ
て
、
祭
式
が
行
わ
れ
る
。
終
わ
る
と
、
石
嶺
地
頭
を
連
れ
て
汀
志
良
次
の
殿
に
行
っ
て
、

た
も
と
に
つ
き
、
み
は
な
、
御
五
水
、
御
神
酒
、
お
し
る
ま
し
を
供
え
て
祭
式
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
が
済
む
と
、
石
嶺
地
頭
か
ら
御
盆

が
献
ぜ
ら
れ
る
。
祭
式
が
終
わ
っ
て
儀
保
殿
内
に
戻
る
と
、
「
さ
た
り
」
を
し
た
赤
八
巻
三
人
、
石
嶺
村
百
姓
五
人
に
振
舞
を
す
る
。

以
上
が
、
『
琉
球
国
由
来
記
』
お
よ
び
『
女
官
御
双
紙
』
か
ら
明
ら
か
に
し
う
る
王
城
稲
穂
祭
の
全
過
程
で
あ
る
。
こ
の
内
容
を
み
る

と
稲
穂
祭
の
式
次
第
に
関
す
る
記
述
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
せ
い
か
、
各
場
面
で
の
祭
式
の
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。

し
か
し
、
祭
式
の
中
で
唱
え
ら
れ
る
オ
タ
カ
ぺ
の
意
趣
の
記
載
が
幾
つ
か
み
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
も
序
に
み
て
お
き
た
い
。

『
琉
球
国
由
来
記
』
に
よ
っ
て
真
和
志
平
等
、
真
壁
殿
内
で
の
「
三
日
御
た
か
ぺ
」
の
時
の
オ
タ
カ
ベ
を
み
て
み
た
い
。
『
琉
球
国
由

来
記
』
お
よ
び
『
女
官
御
双
紙
』
に
拠
る
か
ぎ
り
、
首
里
殿
内
、
儀
保
殿
内
で
の
「
三
日
御
た
か
ベ
」
で
も
、
そ
し
て
首
里
城
西
の
御

殿
御
た
も
と
で
の
祭
式
で
も
こ
れ
と
同
意
趣
の
オ
タ
カ
ベ
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
一
般
の
諸
間
切
・
諸
島
で
の
稲
の
両
祭

の
祭
式
に
お
い
て
も
同
意
趣
の
も
の
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五
月
ツ
キ
ノ
、
今
日
ノ
ヨ
カ
ル
日
ヨ
リ
、
増
ル
日
選
ニ
、
真
和
志
ノ
平
等
、
村
数
家
振
数
ヨ
リ
、
御
祝
物
オ
シ
ア
ゲ
テ
、
コ
ム
デ
・

御
袖
、
押
上
ゲ
ラ
レ
メ
シ
ヨ
ワ
チ
へ
、
ヲ
ガ
マ
レ
メ
シ
ヨ
ワ
チ
へ
、
清
良
サ
香
シ
ヤ
ア
ル
ヤ
ニ
、
御
守
召
ヨ
ワ
チ
へ
、
火
鉢
御
セ
ジ
、

金
ノ
ヲ
セ
ヂ
、
勢
智
高
サ
ギ
フ
ダ
カ
サ
、
シ
モ
チ
ヤ
シ
キ
ミ
ツ
モ
ノ
ガ
ナ
シ
、
ア
イ
チ
成
メ
シ
ヨ
ワ
チ
へ
、
今
日
ノ
真
昼
間
真
未
ニ
、



仁
瑠
ヤ
金
ヤ
通
シ
メ
シ
ヨ
ワ
チ
へ
、
三
日
前
ノ
ト
ノ
廻
ノ
、

ニ
ル
ヤ
御
タ
カ
ベ
カ
ナ
ヤ
御
崇
、
拝
ミ
ヤ
ベ
ス
、
昔
カ
ラ
、
ケ
サ
シ
カ

ラ
、
ア
タ
ル
ゴ
ト
、
御
汁
マ
シ
、
タ
レ
ス
ム
、
ク
ム
ス
ム
、
ヲ
シ
上
ゲ
テ
、
拝
ミ
屋
ベ
ス
、
首
里
天
加
那
志
美
御
前
ノ
、
ヲ
ヨ
へ
ヲ

ナ
フ
サ
ト
、
御
崇
拝
ミ
ヤ
ベ
ル
、
白
チ
ヤ
根
、
ア
マ
チ
ネ
ヤ
、
ヤ
マ
ダ
ヌ
キ
ヂ
ヤ
ベ
ラ
ヌ
、
ツ
キ
ヂ
ヤ
ベ
ル
ヌ
、
折
ナ
ラ
ハ
、
時
ナ

ラ
ハ
、
石
実
金
実
入
メ
シ
ヨ
ワ
チ
へ
、
ア
プ
シ
枕
、
百
加
保
ノ
ア
ル
ヤ
一
一
、
御
守
メ
シ
ヨ
ワ
レ
、
穂
サ
キ
ト
テ
、
穂
花
ト
テ
、
ヲ
シ

ア
ゲ
テ
、
首
里
天
加
那
志
、
イ
ヂ
キ
物
、
御
ボ
コ
リ
メ
シ
ヨ
ワ
ル
ヤ
一
一
、
御
守
メ
シ
ヨ
ワ
チ
へ
、
御
タ
ボ
イ
メ
シ
ヨ
ワ
レ

〔
意
訳
〕
五
月
の
、
今
日
の
良
き
日
和
、
勝
る
日
和
に
、
真
和
志
の
平
等
の
、
村
ご
と
煙
（
家
）
ご
と
に
御
祝
物
を
押
上
げ
て
、

組
手
・
御
袖
を
押
上
ら
れ
な
さ
っ
て
、
拝
ま
れ
な
さ
っ
て
、
清
ら
か
さ
香
ば
し
き
が
あ
る
よ
う
に
、
お
守
り
な
さ
っ
て
、
火
鉢
御
セ

ジ
、
金
の
御
セ
ジ
、
セ
ジ
高
さ
気
鷹
さ
、
下
板
敷
三
ツ
物
加
那
志
（
火
神
）
、
相
手
に
お
な
り
に
な
っ
て
、
今
日
の
真
昼
間
真
未
に
、

ニ
ル
ヤ
カ
ナ
ヤ
に
通
し
な
さ
っ
て
、
三
日
前
の
殿
廻
り
の
、
ニ
ル
ヤ
オ
タ
カ
ベ
カ
ナ
ヤ
オ
タ
カ
ベ
、
拝
み
ま
す
こ
と
は
、
昔
か
ら
、

け
さ
し
（
昔
）
か
ら
あ
っ
た
よ
う
に
、
御
し
る
ま
し
、
垂
れ
澄
む
、
汲
む
澄
む
を
押
上
げ
て
拝
み
ま
す
こ
と
は
、
首
里
天
加
那
志
美

御
前
（
国
王
）
の
御
為
、
御
直
さ
と
、
オ
タ
カ
ベ
を
唱
え
て
拝
み
ま
す
、
白
種
、
甘
種
、
ゃ
ま
だ
抜
き
出
ま
せ
ん
、
突
き
出
ま
せ
ん
、

折
り
に
な
っ
た
ら
、
時
に
な
っ
た
ら
、
石
実
金
実
を
入
れ
な
さ
っ
て
、
畦
枕
、
百
果
報
が
あ
る
よ
う
に
、
御
守
り
く
だ
さ
い
、
穂
先

を
取
っ
て
、
穂
花
を
取
っ
て
押
上
げ
て
、
首
里
天
加
那
志
、
意
地
気
者
が
、
御
誇
り
な
さ
る
よ
う
に
、
お
守
り
な
さ
っ
て
下
さ
い
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さ
て
、
こ
の
オ
タ
カ
ベ
に
関
し
て
こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
第
一
に
、
オ
タ
カ
べ
の
意
趣
が
形
式
化
し
て
お
り
、
し
か
も

各
場
面
で
そ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
作
物
儀
礼
の
祭
式
に
お
い
て
唱
え
ら
れ
る
の
は
オ
タ
カ
ベ
に
国
王

礼
讃
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
は
、
こ
の
同
意
趣
の
オ
タ
カ
ベ
が
地
方
の
諸
問
切
・
諸
島
で
の
稲
の
両
祭
の

祭
式
に
お
い
て
も
唱
え
ら
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

一



（四）

考
察

『
琉
球
国
由
来
記
』
お
よ
び
「
女
官
御
双
紙
』
を
中
心
的
資
料
と
し
な
が
ら
、
王
城
作
物
儀
礼
の
王
城
儀
礼
全
体
の
中
で
の
位
置
づ

け
と
そ
の
全
体
的
儀
礼
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
が
、
こ
こ
で
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。

上
述
の
王
城
稲
作
儀
礼
は
、
三
平
等
大
阿
母
志
良
礼
の
祭
式
行
為
に
関
し
て
、
大
き
く
五
つ
の
場
面
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
す

な
わ
ち
、
斎
場
御
獄
の
水
の
献
上
、
祭
の
三
日
前
に
行
わ
れ
る
各
大
阿
母
志
良
礼
殿
内
で
の
三
日
御
た
か
べ
、
祭
の
当
日
早
朝
に
行
わ

れ
る
各
管
轄
地
で
の
水
撫
で
か
ら
登
城
ま
で
、
域
内
で
の
祭
式
、
そ
し
て
下
城
し
た
後
の
各
管
轄
地
で
の
祭
式
に
分
砂
る
こ
と
が
出
来

る
。
こ
の
う
ち
斎
場
御
巌
の
水
の
献
上
は
首
里
大
阿
母
志
良
礼
の
み
が
関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
三
平
等
大
阿
母
志
良
礼

に
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
第
一
に
、
そ
の
共
通
場
面
を
取
り
上
げ
て
、
首
里
域
内
と
域
外
で
は
三
平
等
大
阿
母
志
良
礼
の
神

役
と
し
て
の
地
位
に
ど
の
よ
う
な
違
い
が
み
ら
れ
る
の
か
を
観
察
し
た
い
。

ま
ず
域
外
で
の
状
況
か
ら
み
て
い
く
と
、
三
日
御
た
か
べ
の
時
に
は
、
三
平
等
大
阿
母
志
良
礼
殿
内
火
神
前
に
供
え
る
た
め
の
供
物

が
各
管
轄
村
中
か
ら
徴
収
さ
れ
る
。
ま
た
、
処
の
地
頭
は
供
物
を
持
参
し
て
火
神
前
で
拝
礼
を
勤
め
る
。
真
和
志
平
等
で
は
次
の
日
、

管
轄
村
の
女
性
代
表
二
人
が
殿
内
に
来
て
、
村
の
殿
で
の
拝
礼
を
真
壁
大
阿
母
志
良
礼
に
お
願
い
す
る
。

祭
日
の
早
朝
に
各
大
阿
母
志
良
礼
は
水
撫
で
を
済
ま
せ
て
登
城
す
る
が
、
そ
の
時
の
乗
り
物
と
し
て
管
轄
村
、
あ
る
い
は
地
頭
か
ら

供
出
さ
れ
る
馬
を
利
用
す
る
。
そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
伴
神
と
と
も
に
管
轄
村
の
神
役
や
役
職
者
な
ど
を
数
人
引
き
連
れ
て
行
列
し
な

が
ら
行
く
よ
う
で
あ
る
。
馬
方
や
「
さ
た
り
」
を
す
る
人
も
村
か
ら
出
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
村
の
神
役
や
役
職
者
た
ち
は
域
内
へ
は
入

れ
な
い
。

さ
て
、
首
里
域
内
で
の
祭
式
を
終
え
た
三
平
等
大
阿
母
志
良
礼
は
各
自
の
管
轄
地
の
殿
に
向
か
う
が
、
城
門
の
外
で
再
び
村
の
神
役

や
役
職
者
た
ち
に
出
迎
え
ら
れ
、
来
た
時
と
同
様
に
馬
で
移
動
す
る
。
村
の
殿
で
の
祭
式
で
は
地
頭
か
ら
神
役
の
大
阿
母
志
良
礼
へ
御
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酌
が
差
し
上
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
最
後
に
、
各
三
平
等
殿
内
で
大
阿
母
志
良
礼
に
よ
っ
て
村
か
ら
の
儀
礼
参
加
者
に
振
舞
が
な
さ
れ
る
。

一
方
、
首
里
域
内
に
お
い
て
は
、
三
平
等
大
阿
母
志
良
礼
は
城
門
の
外
で
馬
を
下
り
て
、
自
分
の
伴
神
の
み
を
連
れ
て
入
城
す
る
。

域
内
で
の
三
平
等
大
阿
母
志
良
礼
の
行
動
は
、
殆
ど
取
次
を
通
じ
て
の
要
請
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
西
の
御
殿
で
の
祭

式
は
三
平
等
大
阿
母
志
良
礼
た
ち
が
主
導
権
を
握
っ
て
い
る
ら
し
く
、
彼
女
た
ち
に
よ
る
祭
式
が
終
わ
る
と
、
二
重
の
取
次
に
よ
っ
て

男
性
参
列
者
全
員
が
正
殿
前
の
広
場
で
拝
礼
を
行
う
。
そ
こ
で
の
祭
式
が
済
ん
で
御
す
ゑ
ん
み
こ
ち
ゃ
に
招
か
れ
、
国
王
に
謁
見
す
る

が
、
こ
こ
で
は
国
王
か
ら
三
平
等
大
阿
母
志
良
礼
が
御
酌
を
頂
戴
す
る
。
そ
れ
が
済
む
と
三
平
等
大
阿
母
志
良
礼
が
国
王
か
ら
振
舞
を

受
け
る
。
下
城
に
際
し
て
は
国
王
に
暇
乞
い
を
言
上
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
二
一
平
等
大
阿
母
志
良
礼
の
神
役
と
し
て
の
立
場
を
首
里
域
内
と
域
外
で
比
較
す
る
と
、
対
照
的
な
姿
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。
す
な
わ
ち
、
儀
礼
遂
行
中
の
三
平
等
大
河
母
志
良
礼
は
域
外
の
各
管
轄
地
で
は
殆
ど
神
的
な
存
在
と
し
て
、
文
字
通
り
人
々

の
最
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
城
内
で
は
、
西
の
御
殿
で
の
祭
式
に
お
い
て
は
主
導
権
を
持
っ
て
い
る
も
の

の
、
そ
れ
以
外
の
場
面
で
は
自
主
的
行
動
は
見
ら
れ
ず
、
全
て
王
府
側
か
ら
の
要
請
に
基
づ
い
て
い
る
。
し
か
も
、
域
内
祭
式
の
最
後

に
国
王
と
の
謁
見
の
場
が
設
け
ら
れ
、
そ
こ
で
は
主
従
関
係
の
確
認
が
行
わ
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
琉
球
王
府
の
宗
教
政
策
は
、
そ
の
中
核
を
構
成
す
る
三
平
等
大
阿
母
志
良
礼
に
さ
え
行
政
と
は
一
線
を

画
し
た
独
自
の
宗
教
的
地
位
を
保
証
し
て
は
お
ら
ず
、
国
王
を
頂
点
と
し
た
王
府
の
行
政
秩
序
の
中
に
宗
教
的
力
を
取
り
込
む
こ
と
に

よ
っ
て
中
央
集
権
体
制
の
強
化
を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
地
方
儀
礼
に
対
す
る
国
家
儀
礼
と
い
う
視
点
か
ら
王
城
作
物
儀
礼
を
み
て
み
よ
う
。
琉
球
王
府
の
王
城
作
物
儀
礼
は
対
象

と
な
る
作
物
の
種
類
や
そ
の
成
育
過
程
に
応
じ
た
個
性
を
失
っ
て
画
一
化
、
形
式
化
し
て
い
る
と
い
う
点
は
既
に
指
摘
し
た
。
こ
れ
は

視
点
を
変
え
れ
ば
儀
礼
の
普
遍
的
抽
象
化
と
も
い
え
る
の
だ
が
、
王
国
全
体
の
模
範
的
儀
礼
で
あ
る
べ
き
国
家
儀
礼
に
と
っ
て
そ
れ
は

必
要
な
こ
と
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
と
関
連
し
て
、
琉
球
王
府
の
王
城
儀
礼
は
年
聞
を
通
じ
て
同
じ
儀
礼
の
繰
り
返
し
が
多

一一一一
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い
と
い
う
点
も
既
に
指
摘
し
た
。
毎
日
、
半
月
お
き
、
毎
月
、
三
月
お
き
と
い
う
よ
う
に
様
々
な
周
期
で
多
く
の
儀
礼
が
繰
り
返
さ
れ

る
。
王
城
作
物
儀
礼
も
こ
の
よ
う
な
繰
り
返
し
儀
礼
の
ひ
と
つ
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
処
で
、
こ
れ
ら
の
繰
り
返
し
儀
礼
に
は
共

通
の
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
そ
の
祭
式
に
お
い
て
唱
え
ら
れ
る
オ
タ
カ
ベ
に
国
王
礼
讃
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ

る
。
既
に
み
た
よ
う
に
、
王
城
作
物
儀
礼
の
際
の
オ
タ
カ
ペ
に
も
国
王
礼
讃
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
し
か
も
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点

は
、
国
王
礼
讃
を
含
ん
だ
オ
タ
カ
ベ
が
一
連
の
祭
式
の
様
々
な
場
面
で
繰
り
返
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
方
作
物
儀
礼
に
お
い
て
も
同
意

趣
の
オ
タ
カ
ベ
が
唱
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
琉
球
王
府
の
場
合
、
『
琉
球
国
由
来
記
』
お
よ
び
『
女
官
御
双
紙
』
が
成
立
す
る
十
八
世

紀
初
期
に
は
既
に
地
方
作
物
儀
礼
も
ほ
ぽ
王
府
の
指
導
下
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
琉
球
王
府
の
玉
城
作
物
儀
礼
は
作
物
豊
鶴
の
祈
願
、
感
謝
と
い
う
目
的
で
行
わ
れ
る
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
一
方
で
は
中
央
集
権
的
支
配
者
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
担
っ
た
も
の
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
王
城
作
物
儀
礼
を

模
範
と
し
て
方
向
づ
け
ら
れ
た
地
方
作
物
儀
礼
は
地
域
に
根
ざ
し
た
作
物
豊
能
の
祈
願
、
感
謝
で
あ
る
と
同
時
に
、
中
央
の
政
治
的
イ

デ
オ
ロ
ギ
ー
を
地
方
に
浸
透
さ
せ
、
民
意
を
中
央
に
引
き
つ
砂
る
国
家
的
装
置
で
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
他
に
、
非
常
に
繁
雑
な
取
次
ぎ
を
め
ぐ
る
問
題
、
あ
る
い
は
男
性
を
中
心
と
し
た
中
国
的
な
祭
礼
形
式
と
女
性
を
中
心
と
し

た
沖
縄
の
伝
統
的
な
祭
礼
形
式
が
琉
球
王
城
儀
礼
の
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
よ
う
な
問
題
な
ど
興

味
あ
る
諸
問
題
を
残
し
て
い
る
が
、
紙
幅
の
関
係
で
別
稿
に
譲
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

（
本
稿
で
使
用
し
た
史
料
読
解
に
際
し
て
九
州
大
学
文
学
部
助
手
、
真
栄
平
房
昭
氏
の
ご
協
力
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
記
し
て
感

謝
の
意
を
表
し
た
い
。
）

j主（

1
）
 

本
稿
で
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
伊
波
普
猷
、
東
恩
納
寛
惇
、
横
山
重
編
『
琉
球
史
料
叢
書
』
第
一
巻
、
第
二
巻
（
東
京
美
術
、
昭
和
四
七
年
）
で
あ



’e
。

（2
）
本
稿
で
は
、
神
道
体
系
編
纂
会
編
『
神
道
体
系
神
社
編
五
十
二
沖
縄
』
（
昭
和
四
七
年
）
に
所
収
の
も
の
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
す
る
。

（3
）
伊
藤
幹
治
『
稲
作
儀
礼
の
研
究
｜
日
琉
岡
祖
論
の
再
検
討
l
』
（
而
立
書
房
、
昭
和
四
九
年
）
。
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